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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年6月28日(2012.6.28)

【公表番号】特表2010-537961(P2010-537961A)
【公表日】平成22年12月9日(2010.12.9)
【年通号数】公開・登録公報2010-049
【出願番号】特願2010-522440(P2010-522440)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/145    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/11     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/145   　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/48    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/39    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　
   Ｃ０７Ｋ  14/11    ＺＮＡ　

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月9日(2012.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造ＣｍＦｎ－ＣｙＨｘ－（Ｓｐ）－Ｒまたはその誘導体のフルオロカーボンベクター
－抗原構築体であって、式中、ｍ＝３～３０、ｎ≦２ｍ＋１、ｙ＝０～１５、ｘ≦２ｙ、
（ｍ＋ｙ）＝３～３０であり、Ｓｐは、任意選択の化学スペーサー部分であり、Ｒは、配
列番号１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１
６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９
、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４２、
４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３、５４、５５、５
６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、６３、６４及び６５、並びにそれらの誘導体
、相同体及び組合せから選択されるインフルエンザウイルスペプチドである、フルオロカ
ーボンベクター－抗原構築体。
【請求項２】
　前記相同体が、前記インフルエンザウイルスペプチドの配列と８０％以上の同一性を有
するものである、請求項１に記載のフルオロカーボンベクター－抗原構築体。
【請求項３】
　前記ペプチドが、
　HMAIIKKYTSGRQEKNPSLRMKWMMAMKYPITADK（配列番号１）



(2) JP 2010-537961 A5 2012.6.28

　VAYMLERELVRKTRFLPVAGGTSSVYIEVLHLTQG（配列番号４）
　YITRNQPEWFRNVLSIAPIMFSNKMARLGKGYMFE（配列番号１７）
　APIMFSNKMARLGKGYMFESKRMKLRTQIPAEMLA（配列番号１８）
　SPGMMMGMFNMLSTVLGVSILNLGQKKYTKTTY（配列番号１９）
　KKKSYINKTGTFEFTSFFYRYGFVANFSMELPSFG（配列番号２０）
　DQVRESRNPGNAEIEDLIFLARSALILRGSVAHKS（配列番号３２）
　DLEALMEWLKTRPILSPLTKGILGFVFTLTVPSER（配列番号３５）
並びにそれらの断片、誘導体、相同体及び組み合わせ
から選択されるものである、請求項１に記載のフルオロカーボンベクター－抗原構築体。
【請求項４】
　前記ペプチドが、
　HMAIIKKYTSGRQEKNPSLRMKWMMAMKYPITADK（配列番号１）
　VAYMLERELVRKTRFLPVAGGTSSVYIEVLHLTQG（配列番号４）
　YITRNQPEWFRNVLSIAPIMFSNKMARLGKGYMFE（配列番号１７）
　APIMFSNKMARLGKGYMFESKRMKLRTQIPAEMLA（配列番号１８）
　SPGMMMGMFNMLSTVLGVSILNLGQKKYTKTTY（配列番号１９）
　KKKSYINKTGTFEFTSFFYRYGFVANFSMELPSFG（配列番号２０）
　DQVRESRNPGNAEIEDLIFLARSALILRGSVAHKS（配列番号３２）
　DLEALMEWLKTRPILSPLTKGILGFVFTLTVPSER（配列番号３５）
並びにそれらの相同体及び組み合わせから選択されるものであり、
前記相同体が配列番号１、４、１７、１８、１９、２０、３２又は３５の配列と少なくと
も５０％の同一性を有するものである、
請求項３に記載のフルオロカーボンベクター－抗原構築体。
【請求項５】
　前記相同体が、配列番号１、４、１７、１８、１９、２０、３２又は３５の配列と少な
くとも８０％の同一性を有するものである、請求項４に記載のフルオロカーボンベクター
－抗原構築体。
【請求項６】
　前記相同体が、配列番号１、４、１７、１８、１９、２０、３２又は３５の配列と少な
くとも９５％の同一性を有するものである、請求項５に記載のフルオロカーボンベクター
－抗原構築体。
【請求項７】
　次の構造のフルオロカーボンベクター－抗原構築体であって、
【化３】

 
式中、Ｓｐは請求項１に記載された通りであり、Ｒは請求項１～６のいずれか１項に記載
された通りである、請求項１～６のいずれか１項に記載のフルオロカーボンベクター－抗
原構築体。
【請求項８】
　場合により１種または複数の医薬として許容される担体、賦形剤、希釈剤またはアジュ
バントと共に、請求項１から７のいずれか１項に記載の１種または複数のフルオロカーボ
ンベクター－抗原構築体を含む、医薬組成物。
【請求項９】
　非経口、経口、眼内、直腸、経鼻、経皮、局所もしくは経膣投与のために処方された、
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または液体、乳濁液、固体、もしくはエアロゾルの形態をした、請求項８に記載の医薬組
成物。
【請求項１０】
（１）フロイントのアジュバントおよびその誘導体、ムラミルジペプチド（ＭＤＰ）誘導
体、ＣｐＧおよびモノホスホリルリピドＡなどの天然の細菌成分を自然に、または合成的
に誘導して精製したもの、
（２）サポニン、アルミニウム塩およびサイトカインなどのアジュバントまたは増強剤、
（３）水中油アジュバント、油中水アジュバント、免疫賦活複合体（ＩＳＣＯＭ）、リポ
ソーム、製剤化ナノおよびマイクロ粒子、ならびに
（４）細菌の毒素およびトキソイド
から選択されるアジュバントを含む、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　２～２０種の前記フルオロカーボンベクター－抗原構築体を含む、請求項８から１０の
いずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　２～８種の前記フルオロカーボンベクター－抗原構築体を含む、請求項１１に記載の医
薬組成物。
【請求項１３】
　少なくとも２種のフルオロカーボンベクター－抗原構築体を含む、請求項８から１０の
いずれか一項に記載の医薬組成物であって、第１の構築体は、次式のインフルエンザペプ
チド配列：
HMAIIKKYTSGRQEKNPSLRMKWMMAMKYPITADK（配列番号１）
を含み、第２の構築体は、次式のインフルエンザペプチド配列：
YITRNQPEWFRNVLSIAPIMFSNKMARLGKGYMFE（配列番号１７）
を含む医薬組成物。
【請求項１４】
　５種、６種、７種または８種の前記フルオロカーボンベクター－抗原構築体を含む、請
求項８から１３のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記５種、６種、７種または８種のフルオロカーボンベクター－抗原構築体が、以下の
インフルエンザペプチド配列を含む構築体から選択されるものである、請求項１４に記載
の医薬組成物。
　HMAIIKKYTSGRQEKNPSLRMKWMMAMKYPITADK（配列番号１）
　VAYMLERELVRKTRFLPVAGGTSSVYIEVLHLTQG（配列番号４）
　YITRNQPEWFRNVLSIAPIMFSNKMARLGKGYMFE（配列番号１７）
　APIMFSNKMARLGKGYMFESKRMKLRTQIPAEMLA（配列番号１８）
　SPGMMMGMFNMLSTVLGVSILNLGQKKYTKTTY（配列番号１９）
　KKKSYINKTGTFEFTSFFYRYGFVANFSMELPSFG（配列番号２０）
　DQVRESRNPGNAEIEDLIFLARSALILRGSVAHKS（配列番号３２）または
　DLEALMEWLKTRPILSPLTKGILGFVFTLTVPSER（配列番号３５）
【請求項１６】
　インフルエンザの予防又は治療のための予防用ワクチンまたは免疫治療薬の調製におけ
る、請求項１から７のいずれか１項に記載の１種または複数のフルオロカーボンベクター
－抗原構築体の使用。
【請求項１７】
　非経口、粘膜、経口、経鼻、局所、眼内、直腸、経皮または経膣投与のための前記予防
用ワクチンまたは免疫治療薬の調製における、請求項１６に記載の使用。
【請求項１８】
　インフルエンザの治療または免疫接種のための医薬の調製における、請求項８から１５
のいずれか１項に記載の組成物の使用。
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【請求項１９】
　動物またはヒトにおいて前記インフルエンザウイルスペプチドに対する免疫応答を刺激
するための医薬の調製における、請求項８から１５のいずれか１項に記載の組成物の使用
。
【請求項２０】
　前記動物がトリ又は哺乳動物である、請求項１９に記載の使用。
【請求項２１】
　前記組成物が、抗インフルエンザ療法と併用される、請求項１８から２０のいずれか１
項に記載の使用。
【請求項２２】
　前記抗インフルエンザ療法が、ノイラミニダーゼ阻害剤である、請求項２１に記載の使
用。
【請求項２３】
　前記組成物が、体液応答性インフルエンザワクチンと組み合わせて、同時または個別の
いずれかで投与するためのものである、請求項１８から２０のいずれか１項に記載の使用
。
【請求項２４】
　前記ワクチンが、ヘマグルチニン含有インフルエンザワクチンである、請求項２３に記
載の使用。
【請求項２５】
　１種または複数の医薬として許容される担体、賦形剤、希釈剤またはアジュバントと、
請求項１から７のいずれか１項に記載の１種または複数のフルオロカーボン構築体を組み
合わせることを含む、インフルエンザの予防又は治療のための予防用ワクチンまたは治療
医薬品を調製する方法。
【請求項２６】
　前記予防用ワクチンまたは治療医薬品が、非経口、粘膜、経口、経鼻、局所、眼内、直
腸、経皮または経膣投与のためのものである、請求項２５に記載の方法。
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